
	 

	 

	 

第 3 回  森林技術連携フォーラム in えひめ  
第第 4455 回回  愛愛媛媛県県森森林林林林業業技技術術研研究究発発表表会会  

－－人人工工林林のの将将来来～～長長伐伐期期施施業業ににつついいてて考考ええるる－－  

	 

	 

発発 表表 要要 旨旨 集集	 	 

	 

	 
日   時      平成 25 年 9 月 11 日(水)  13：15～16：40  

会   場      久 万 高 原 町 産 業 文 化 会 館  

      （愛媛県上浮穴郡久万高原町久万 188）  

	 

	 

	 

	 

	 

主      催  

独立行政法人   森林総合研究所四国支所  

愛媛県農林水産研究所林業研究センター  
  



日      程  
 

1 開  会 13：15 

 

2 開会の挨拶  13：15～13：35  

   （独）森林総合研究所四国支所長 外崎 真理雄 

    

 

3 研究成果発表 

(1)口頭発表  13：35～15：20 ４演題 

①間伐が遅れた人工林の実態から考える 愛媛県林業研究センター 石 川  実 

②人工林の高齢化・長伐期化へ向けた適切な育林手法を探る 

   （独）森林総研四国支所 宮本 和樹 

③四国の急傾斜地におけるスギ・ヒノキ人工林の表土の実態について   

  （独）森林総研四国支所  酒井 寿夫 

④人工林の長伐期化による被害リスクの予測  （独）森林総研四国支所  佐藤 重穂 

 

 

(2)ポスター展示発表 15：20～15：45 16 演題 

  （玄関ホールにて実施、休憩を兼ねる）  

 

4 総合討論 15：45～16：30  

座 長   （独）森林総研四国支所 河原 孝行 

パネリスト   林           業 岡   信 一 

   竹 本 工 業 ㈱ 竹本 康明 

   （独）森林総研四国支所 宮本 和樹 

    （独）森林総研四国支所  酒井 寿夫 

    （独）森林総研四国支所  佐藤 重穂 

   愛媛県林業研究センター 石 川  実 

 

    

 

5 閉会の挨拶 16：30～16:40 

   愛媛県農林水産研究所林業研究センター長  鋤 先   孝 一 

 

6 閉   会 16：40  
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間伐が遅れた人工林の実態から考える	 

	 

愛媛県林業研究センター	 石川	 実	 

	 

はじめに	 

調査地と調査方法	 

結果と考察	 

 

 

図－１	 立木密度の変化	 

2012年
現在林齢

1A 21 35
2B 27 38
4A 30 44
6A 26 51
2A 21 32 39
5A 30 44 48
3B 44 44
4B 10 47 48
5B 47 47
6B 52 53

間伐履歴少ない
極めて最近の間伐

間伐履歴

表－１　調査地ごとの間伐履歴
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おわりに	 



人工林の高齢化・長伐期化へ向けた適切な育林手法を探る	 

	 

森林総合研究所四国支所	 宮本	 和樹	 

	 

高齢化する人工林	 

	 

高齢人工林の実態調査	 

	 

	 
	 

写真－１	 高齢人工林の例（左、115 年生ヒノキ林；	 右、168 年生スギ林）	 

	 

何を間伐の基準とすればよいか	 



図－１	 ヒノキ高齢林における樹冠サイズや胸高直径と直径成長との関係	 
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四国の急傾斜地におけるスギ・ヒノキ人工林の表土の実態について	 

	 

森林総合研究所四国支所	 酒井	 寿夫	 

	 

はじめに	 

スギ・ヒノキ林の堆積有機物量について	 

	 

図－	 1	 林齢ごとの堆積有機物量	 

	 *括弧内は調査地点数



急傾斜地のスギ・ヒノキ人工林における表土の炭素量について	 
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図－	 2	 斜面傾斜と表土(0-30cm)の炭素量の関係	 

*括弧内は調査地点数	 
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図－	 3	 	 林齢と表土(0-30cm)の炭素量の関係	 

*括弧内は調査地点数	 



人工林の長伐期化による被害リスクの予測	 

	 

森林総合研究所四国支所	 佐藤	 重穂	 

はじめに	 

人工林の被害リスク	 

長伐期施業での被害リスクの変動	 



図－１	 スギノアカネトラカミキリによる材質劣化被害	 

図－２	 シミュレーションによる齢級ごとの無被害立木密度の推移	 



豪雨・急傾斜地帯における低撹乱型人工林管理技術の開発	 

（森林総合研究所運営費交付金プロジェクト，H23～H26）	 

	 
森林総合研究所四国支所、高知大学、高知県立森林技術センター、

森林総合研究所林業工学研究領域	 

次世代に向けた低コスト再造林	 

北原	 文章・酒井	 敦(森林総合研究所四国支所)	 	 

Ｂスタイル：地域資源を活用した循環型生活をする定住社会づくり	 

	 
垂水	 亜紀・北原	 文章・田内	 裕之(森林総合研究所四国支所）、吉田	 貴紘(森

林総合研究所）、中山	 琢夫(JST-RISTEX プロジェクト研究員：現京都大学経済学

部)、中嶋	 健造(土佐の森・救援隊）、井上	 光夫(によど自然素材等活用研究会)	 

気候変動に伴って増加が懸念される樹木病害虫	 

	 

	 佐藤	 重穂・松本	 剛史(森林総研四国支所)

	 



南予のニホンジカによる天然林被害と植生回復試験	 

	 
奥村	 栄朗・酒井	 敦(森林総合研究所四国支所）、

奥田	 史郎(森林総合研究所関西支所)	 

ヒノキ林伐採後、温室効果ガス放出量は？	 

－土からの「放出」と土への「吸収」について－	 

	 

森下	 智陽・酒井	 寿夫(森林総合研究所四国支所)	 

	 

	 

ウルシの育林と繁殖動態	 

河原	 孝行(森林総研四国）、平井	 敬三(森林総研）、平岡	 裕一郎(森林総研林木

育種センター）、渡辺	 敦史(森林総研林木育種センター、九大農）、小岩	 俊行	 

(岩手県林業技術センター）、滝	 智久(森林総研）、田端	 雅進(森林総研)	 

森林総合研究所四国支所業務紹介	 



県産スギの大径化に伴う乾燥方法の開発	 

	 

武智	 正典(愛媛県林業研究センター)	 

	 

	 

	 

スギ柱材とヒノキ間柱材との接着積層材の研究	 

玉置	 教司(愛媛県林業研究センター)	 

ＧＩＳを使用した森林管理に関する研究	 

藤田	 誠(愛媛県林業研究センター)	 

愛媛県で生育する貴重なサクラの系統分析	 

西原	 寿明(愛媛県林業研究センター)



過密ヒノキ人工林の林分構造について	 

	 

石川	 実(愛媛県林業研究センター)

放置モウソウチク林の地上部バイオマスの変化について	 

豊田	 信行(愛媛県林業研究センター)	 

ニホンジカによる森林被害を防除する資材の展示について	 

竹内	 一真(愛媛県林業研究センター)	 

松くい虫抵抗性アカマツの挿木増殖	 

仲田	 幸樹(愛媛県林業研究センター)	 


